
二
○
一
七
年
に
放
映
さ
れ
た
「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
（
日
清
食
品
）
の
Ｃ
Ｍ
ヨ
ご
Ｚ
の
罰
閨
ロ
ン
電
、
ア
オ
ハ
ル
か
よ
・
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

日
本
の
著
名
な
ア
ニ
メ
作
品
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
現
代
の
日
本
に
舞
台
を
移
し
て
再
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
畷
女
の
宅

急
便
」
の
キ
キ
、
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
サ
ザ
エ
、
そ
し
て
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の
ハ
イ
ジ
ら
を
今
時
の
高
校
生
と
し
て
描
き
出

し
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
そ
の
ど
れ
も
が
「
国
民
的
」
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
人
気
作
品
で
あ
る
。
懐
古
的
な
気
配
を
漂
わ
せ
つ
つ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
ヒ
ロ
イ
ン
の
相
手
役
と
な
っ
て
い
た
ト
ン
ボ
や
マ
ス
オ
、
ペ
ー
タ
ー
ら
と
の
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
爽
や
か
さ
も
あ
い
ま
っ
て
お
お
か
た
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

き
て
、
そ
の
う
ち
の
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
編
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ハ
イ
ジ
が
一
六
歳
で
、
ク
ラ
ラ
と
同
級
生
に
な
っ
て
い
る
（
原

作
で
は
四
歳
年
長
）
。
華
や
か
な
外
見
で
下
級
生
か
ら
の
人
気
が
高
く
、
さ
ら
に
雑
誌
モ
デ
ル
と
し
て
も
活
躍
す
る
ク
ラ
ラ
に
、
ハ
イ
ジ

｜
問
題
の
所
在

ハ
イ
ジ
は
ど
ん
な
少
女
か
．
続
々

ｌ
「
楓
物
語
」
を
中
心
に
し
て
Ｉ

二
○
二
一
年
度
日
本
語
学
ゼ
ミ
生

中

村

一

夫
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「
ね
え
、
ペ
ー
タ
ー
、
今
日
も
ク
ラ
ラ
が
か
わ
い
く
て
さ
、
私
な
ん
か
．
：
：
℃
」
「
オ
レ
は
今
の
ハ
イ
ジ
が
好
き
だ
。
」
「
え
っ
１
ｉ
・
」

こ
の
Ｃ
Ｍ
で
は
ペ
ー
タ
ー
も
ハ
イ
ジ
や
ク
ラ
ラ
の
同
級
生
と
し
て
登
場
す
る
。
自
ら
の
容
姿
や
性
格
に
自
信
が
持
て
な
い
ハ
イ
ジ
は
、

つ
い
ペ
ー
タ
ー
に
向
か
っ
て
自
虐
的
で
弱
気
な
台
詞
を
吐
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
イ
ジ
は
ハ
イ
ジ
で
あ
り
、
ク
ラ
ラ
は
ク
ラ
ラ

で
あ
る
。
作
中
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
を
ま
と
う
こ
と
で
、
初
め
て
物
語
は
成
立
す
る
。
少
女
全
員
が
ク
ラ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
世
界
は
多
様
性
を
失
っ
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ァ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
買
い
物
に
で
か
け
る
の
に
財
布
を
忘
れ
る

女
性
や
、
箒
に
ま
た
が
り
空
を
飛
ぶ
も
の
の
集
中
力
を
欠
い
て
落
ち
そ
う
に
な
る
魔
女
、
そ
し
て
超
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格
で
周
囲
の
者
を

明
る
い
気
持
ち
に
ぎ
せ
る
山
の
少
女
ら
の
紡
ぎ
出
す
物
語
に
心
を
躍
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
件
の
Ｃ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
何

か
、
そ
の
魅
力
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
解
き
明
か

す
こ
と
は
、
日
本
の
文
化
の
一
端
を
知
る
助
け
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（

ｔ

１

｝

（

ワ

ニ

さ
て
、
中
村
（
二
○
一
九
）
、
中
村
（
二
○
二
○
）
で
は
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の
新
旧
の
翻
訳
書
を
対
象
と
す
る
調
査
と
考

察
を
重
ね
て
き
た
。
そ
こ
で
は
主
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
属
性
に
関
す
る
表
現
に
焦
点
を
当
て
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
一
九
七
四
年
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
放
映
さ

（

３

）

れ
た
ア
ニ
メ
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
出
版
さ
れ
た
ョ
ハ
ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ
の
児
童
文
学
を
原
作
と
す
る

は
強
い
憧
れ
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
自
身
の
内
な
る
劣
等
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
。

「
ハ
イ
ジ
も
お
し
ゃ
れ
し
た
ら
？
せ
っ
か
く
か
わ
い
い
ん
だ
か
ら
。
」
「
ク
ラ
ラ
…
…
・
」

青
春
っ
て
ち
ょ
っ
と
い
じ
わ
る
。

「
ど
う
し
て
私
は
ク
ラ
ラ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ろ
う
。
」

ハ
イ
ジ
一
六
歳
。
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（
一
八
八
○
年
に
第
一
部
、
一
八
八
一
年
に
第
二
部
が
刊
行
）
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
や
ヒ
ル
ッ
ェ
ル
で
の
生
活
を
通
し
て
、
シ
ュ
ピ
リ
は
ス
イ

ス
と
ド
イ
ツ
を
舞
台
と
す
る
こ
の
物
語
を
書
き
上
げ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
原
作
の
刊
行
か
ら
ざ
ほ
ど
間
を
お
か
ず
に
こ
の
作
品
の
翻

訳
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
瀞
し
い
数
の
翻
訳
が
も
の
さ
れ
た
。
最
も
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
野
上
弥
生
子

が
訳
出
し
た
「
ハ
ィ
ヂ
」
（
家
庭
読
物
刊
行
会
）
で
あ
る
。
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
世
界
少
年
文
学
名
作
集
の
中
の
一
冊
と
し
て
公

に
さ
れ
た
も
の
で
、
英
語
か
ら
の
重
訳
で
は
あ
る
が
、
後
に
陸
続
と
現
れ
る
翻
訳
や
関
連
メ
デ
ィ
ア
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
野
上
は

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
新
し
い
抄
訳
「
長
編
童
話
ア
ル
プ
ス
の
山
の
娘
マ
ダ
ム
・
ス
ピ
リ
に
よ
る
ｌ
」

を
「
婦
人
之
友
」
に
掲
載
し
、
そ
の
連
戦
で
省
略
し
た
箇
所
を
補
っ
た
上
で
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月
に
「
ア
ル
プ
ス
の
山
の
娘

（
ハ
ィ
ヂ
連
（
岩
波
文
庫
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
書
が
ア
ニ
メ
版
の
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
野
上
の
最
初
の
翻
訳
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
、
数
多
の
ハ
イ
ジ
関
連
書
の
中
に
あ
っ
て
、
や
や
風
変
わ
り

な
翻
訳
書
が
現
れ
る
。
中
村
（
二
○
二
○
）
お
よ
び
本
稿
で
主
た
る
調
査
対
象
と
し
た
山
本
憲
美
訳
出
の
「
楓
物
語
」
（
福
音
書
館
）
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
で
は
、
明
治
・
大
正
期
の
翻
訳
に
よ
く
見
ら
れ
た
手
法
、
す
な
わ
ち
作
中
人
物
名
を
日
本
の
名
前
に
置
き
換
え
る

形
で
描
か
れ
て
い
る
。
書
名
に
あ
る
楓
は
主
人
公
ハ
イ
ジ
の
名
前
で
あ
り
、
以
下
、
弁
太
（
ペ
ー
タ
ー
）
、
久
良
子
（
ク
ラ
ラ
）
、
古
井
（
ロ
ッ

テ
ン
マ
ィ
ァ
ー
）
、
本
間
（
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
［
ク
ラ
ラ
の
父
］
）
、
倉
瀬
（
ク
ラ
ッ
セ
ン
［
ク
ラ
ラ
の
主
治
医
］
）
、
柴
田
（
ゼ
バ
ス
チ
ャ
ン
［
本

間
家
使
用
人
］
）
、
伊
達
（
デ
ー
テ
［
ハ
イ
ジ
の
叔
母
］
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
中
人
物
名
に
寄
せ
て
名

付
け
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
舞
台
が
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
い
き
さ
か
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
否
め
な
い
が
、
こ
れ

が
当
時
の
翻
訳
の
方
法
論
と
し
て
通
行
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
物
語
に
登
場
す
る
楓
（
ハ
イ
ジ
）
や
久
良
子
（
ク
ラ
ラ
）
ら
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
様
相
は
、
他
の
ハ
イ
ジ
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
た
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
認
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「
こ
れ
、
な
ん
だ
か
、
わ
か
る
か
ね
、
ハ
イ
ジ
？
」
「
わ
た
し
の
い
す
。
だ
っ
て
、
と
っ
て
も
背
が
高
い
も
の
。
あ
っ
と
い
う
ま
に
で

き
ち
ゃ
っ
た
の
ね
。
」
「
よ
く
わ
か
る
子
だ
．
い
い
目
を
も
っ
て
お
る
な
。
」
（
上
田
・
四
五
）

ハ
イ
ジ
（
楓
）
が
叔
母
の
デ
ー
テ
（
伊
達
）
に
連
れ
ら
れ
て
ア
ル
ム
に
や
っ
て
き
た
翌
日
の
こ
と
、
彼
女
の
た
め
に
ア
ル
ム
の
爺
さ
ん

が
専
用
の
椅
子
を
作
る
く
だ
り
で
あ
る
。
初
対
面
の
祖
父
に
も
臆
す
る
こ
と
の
な
い
ハ
イ
ジ
の
無
邪
気
さ
の
伝
わ
る
会
話
の
や
り
取
り
で

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
描
出
ぎ
れ
る
彼
女
の
人
物
錬
は
同
じ
も
の
に
見
え
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
ハ
イ
ジ
の
自
称
詞
が
野
上
版
と
上
田

版
は
「
わ
た
し
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
山
本
版
で
は
「
あ
た
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
文
末
の
表
現
も
野
上
版
と
上
田
版
で
は
「
～

も
の
」
「
～
の
ね
」
な
ど
の
女
性
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
物
言
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
本
版
で
は
「
～
だ
」
「
用
言
十
ね
」
と
い
う
や
や

男
性
寄
り
の
中
性
的
な
口
調
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、
享
受
者
は
別
の
人
格
、
性
質
、
属
性
を
持
っ
た
少
女
像
を
感
じ
る

こ
と
に
な
る
。
翻
訳
の
違
い
に
よ
る
人
物
像
の
差
は
、
ア
ル
ム
の
爺
さ
ん
の
物
言
い
か
ら
も
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
～
や
」
「
～
な
」
「
～

ぜ
」
な
ど
の
や
や
粗
暴
と
も
思
わ
れ
る
文
末
表
現
を
持
つ
山
本
版
に
対
し
て
、
野
上
版
や
上
田
版
は
温
和
な
好
々
爺
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。
山
本
憲
美
の
翻
訳
は
野
上
版
と
同
じ
く
英
語
版
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
表
現
の
特
異
性
は
際
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（

４

）

る
部
分
で
あ
る
。
一
例
を
示
す
。

め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
作
品
は
翻
訳
者
の
原
作
の
捉
え
方
を
反
映
し
た
表
現
に
よ
っ
て
組
み
上
げ
ら
れ
る
。
な
か

で
も
作
中
に
登
場
す
る
人
物
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
訳
出
す
る
者
の
解
釈
や
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
う
か
が
わ
せ

「
楓
や
！
何
ん
だ
ろ
、
ｐ

旨
い
ぜ
」
（
山
本
・
三
五
）

「
こ
れ
、
な
ん
だ
か
、
わ
Ｌ

き
ち
ゃ
っ
た
の
ね
。
」
「
よ

「
こ
れ
は
何
だ
と
思
ふ
れ
。
」
「
わ
た
し
の
腰
か
け
だ
わ
。
ね
、
さ
う
で
せ
う
。
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
高
い
ん
だ
も
の
。
す
ぐ
と
出
来

つ
ち
ま
う
の
ね
え
。
」
「
あ
の
児
は
燗
巧
だ
。
な
か
な
か
眼
が
鋭
い
。
」
（
野
上
〃
二
三
）

「
楓
や
！
何
ん
だ
ろ
、
是
れ
は
？
」
「
あ
た
い
の
腰
掛
け
だ
！
直
ぐ
出
来
る
ね
」
「
よ
く
解
っ
た
な
。
中
々
見
当
を
付
け
る
の
が
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役
割
語
は
必
ず
し
も
現
実
世
界
で
行
わ
れ
る
日
常
的
な
言
語
活
動
を
写
し
取
る
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
表
現
が
特
定
の
人
物
像
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
属
性
な
ど
と
結
び
つ
く
と
い
う
知
識
を
経
験
的
に
共
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
種
の

類
型
化
き
れ
た
経
験
知
の
こ
と
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
い
う
が
、
役
割
語
は
そ
れ
と
強
く
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
類
型
化
、

典
型
化
に
よ
っ
て
物
事
の
本
質
を
暴
く
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
時
に
は
先
入
観
や
固
定
観
念
、
偏
見
な
ど
と
も
容
易
に
結
び
つ
い
て
し
ま

う
危
険
性
も
あ
る
。
本
稿
の
も
と
と
な
っ
た
四
年
次
生
対
象
の
演
習
で
は
、
こ
う
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
結
び
つ
く
特
定
の
表
現
に
目

を
向
け
、
高
い
知
名
度
を
誇
る
作
品
の
表
現
の
様
相
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
よ
う
と
し
た
。

語
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

本
学
文
学
科
日
本
文
学
・
文
化
コ
ー
ス
の
日
本
語
学
ゼ
ミ
（
中
村
担
当
）
で
は
、
二
○
一
八
年
度
開
講
の
「
日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
」

（
四
年
次
生
対
象
）
に
お
い
て
、
翻
訳
さ
れ
た
海
外
小
説
（
舌
冨
］
旨
“
め
冨
凰
冨
国
Ｅ
」
一
八
八
○
年
～
一
八
八
一
年
）
に
現
れ
る
役
割

一
九
九
○
年
代
後
半
以
降
、
こ
の
種
の
潜
在
的
イ
メ
ー
ジ
に
根
ざ
す
表
現
を
役
割
語
と
呼
び
、
印
刷
媒
体
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
言
語
現
象
と
し
て
、
広
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
方
面
の
研
究
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
金
水
敏
は
役
割

う

り

）

割
語
」
と
呼
ぶ
。

あ
る
特
定
の
言
葉
づ
か
い
（
語
彙
・
語
法
・
言
い
回
し
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
聞
く
と
特
定
の
人
物
像
（
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
階
層
、
時
代
、
容
姿
・
風
貌
、
性
格
等
）
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
あ
る
い
は
あ
る
特
定
の
人
物
像
を
提
示
さ

れ
る
と
、
そ
の
人
物
が
い
か
に
も
使
用
し
そ
う
な
言
葉
づ
か
い
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
そ
の
言
葉
づ
か
い
を
「
役

二
鯛
査
の
対
象
と
方
法
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語
や
属
性
表
現
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
主
た
る
調
査
対
象
は
一
九
三
○
年
代
と
二
○
○
○
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
翻
訳
で

あ
る
。
一
つ
は
噛
矢
と
も
言
え
る
野
上
弥
生
子
の
作
品
、
も
う
一
つ
は
二
○
○
○
年
以
降
に
刊
行
き
れ
た
新
し
い
上
田
真
而
子
の
作
品
で

あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
結
び
つ
く
特
定
の
表
現
（
役
割
語
や
属
性
表
現
）
お
よ
び
外
来
語
や
表
記
な
ど
に
注
目
し
、

時
代
を
異
に
す
る
翻
訳
者
の
手
に
な
る
同
作
品
の
表
現
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
大
正
時
代
の
翻
訳
の
あ
り
よ
う
や
日
本
語
が
内
包
す
る
文

（

１

）

化
的
な
分
類
法
（
発
想
や
享
受
、
影
響
）
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
た
。
次
に
二
○
一
九
年
度
に
開
講
し
た
同
じ
講
座
で
は
、
大
正
時
代

に
翻
訳
さ
れ
た
山
本
憲
美
の
「
楓
物
語
」
（
一
九
二
五
年
）
を
調
査
の
対
象
と
し
た
。
前
年
度
に
調
査
し
た
野
上
弥
生
子
と
上
田
真
而
子

の
作
品
を
比
較
対
象
と
し
、
独
自
の
視
点
、
文
体
を
持
つ
山
本
憲
美
の
翻
訳
の
特
質
（
主
に
人
称
代
名
詞
と
特
異
な
表
記
に
つ
い
て
）
を

考
え
た
。
先
に
扱
っ
た
二
つ
の
作
品
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
三
人
の
翻
訳
者
の
作
品
の
捉
え
方
と
と
も
に
時
を
隔
て
た
と
こ
ろ
に
あ
る

〔

つ

寺

）

近
現
代
の
日
本
語
の
諸
相
、
き
ら
に
は
各
翻
訳
の
時
代
的
な
特
性
を
も
掬
い
取
ろ
う
と
し
た
。
今
年
度
は
同
じ
山
本
憲
美
の
「
楓
物
語
」

を
再
度
取
り
上
げ
、
二
○
一
九
年
度
に
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
点
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
以
下
の
記
述
は
受
講
生
に
よ
る
報
告
、
質
疑
応
答
、

議
論
の
中
で
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
受
講
生
が
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で

査
対
象
）
は
次
の
二
編
で
あ
る
。

野
上
弥
生
子
訳
『
ア
ル
プ
↓

亨
ル
プ
ス

今
回
の
調
査
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

山
本
憲
美
訳
「
楓
物
韮
聖
（
福
音
書
館
、
一
九
二
五
年
、
言
ｇ
亀
詮
旨
筐
、
旦
更
冒
す
国
且
豆
白
鳥
皀
蜀
自
ら

右
の
原
著
作
は
入
手
、
閲
覧
が
困
難
な
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
。

本
文
を
引
用
す
る
際
に
は
異
体
字
、
旧
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
比
較
の
た
め
に
使
用
し
た
翻
訳
（
二
○
一
八
年
度
の
調

は
そ
の
成
果
の
一
部
を
報
告
す
る
。

の
山
の
娘
穴
イ
ヂ
）
」
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
初
版
、
調
査
で
は
一
九
三
八
年
九
刷
を
使
用
）
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４
こ
れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
、
登
場
す
る
人
物
ご
と
に
属
性
、
性
質
と
表
現
の
相
関
関
係
を
見
出
だ
し
、
考
察
を
加
え
て
い
く
。

５
山
本
版
で
は
、
使
用
す
る
語
穂
や
漢
字
表
記
に
付
き
れ
る
ル
ビ
、
オ
ノ
マ
ト
ベ
な
ど
に
特
徴
的
な
も
の
が
確
認
で
き
る
た
め
、

右
の
調
査
と
並
行
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
抽
出
、
整
理
し
た
後
に
、
特
徴
を
明
ら
か
に
す
べ
く
考
察
の
対
象
と
す
る
。

受
識
生
に
は
春
期
、
秋
期
で
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
、
合
計
四
回
の
報
告
を
課
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
楓
物
語
」
の
こ
と
ば
と
表
現
（
翻

訳
・
役
割
語
・
属
性
表
現
な
ど
）
に
関
し
て
議
論
を
深
め
て
い
っ
た
。

上
田
真
而
子
訳
「
ハ
イ
ジ
上
・
下
」
（
岩
波
少
年
文
庫
、
二
○
○
三
年
）

本
年
鹿
の
調
査
に
参
加
し
た
「
日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
」
の
受
講
生
は
、
日
本
語
学
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
部
四
年
次
生
八
名
で
あ
る
。

以
下
に
彼
ら
の
氏
名
を
記
す
。
な
お
学
生
の
指
摘
を
記
す
場
合
は
、
彼
ら
の
姓
の
み
を
明
示
す
る
。

赤
野
梨
緒
・
浅
倉
邑
哉
・
石
川
登
志
記
・
伊
藤
未
歩
・
遠
藤
由
彩
↓
佐
藤
竜
志
・
千
葉
智
哉
・
山
口
美
里
（
五
十
音
順
）

続
い
て
調
査
の
手
順
を
示
す
。
春
期
で
は
役
割
語
に
関
わ
る
表
現
、
秋
期
で
は
特
徴
的
な
表
記
、
表
現
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
。

１
山
本
版
を
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
者
で
分
担
す
る
。

２
各
自
の
担
当
す
る
箇
所
か
ら
、
属
性
に
関
わ
る
表
現
を
抜
き
出
し
て
い
く
。
特
に
会
話
文
の
中
に
現
れ
る
人
称
詞
（
前
回
調
査

の
確
認
の
た
め
）
と
文
末
の
表
現
に
着
目
し
、
役
割
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
し
て
い
く
。
そ
の
際
、

発
話
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
（
性
別
・
年
齢
・
性
格
・
職
業
な
ど
）
で
あ
る
か
を
正
確
に
把
握
し
て
お
く
。
ま
た
会
話
以
外
の

地
の
文
に
、
特
定
の
人
物
像
を
う
か
が
わ
せ
る
表
現
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
抜
き
出
し
て
お
く
。
文
末
の
表
現
に
つ
い
て
は
認
定

の
難
し
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
自
立
語
一
語
を
含
む
一
文
節
を
取
り
出
す
よ
う
に
し
た
。

３
２
で
抽
出
し
た
も
の
を
、
人
称
詞
・
文
末
表
現
・
そ
の
他
と
項
目
ご
と
に
分
け
て
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
、
コ
ー
パ
ス
と
し
て
使

用
で
き
る
形
に
整
え
る
。
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役
割
語
か
ら
何
を
読
み
取
る
か
、
ど
う
読
み
解
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
「
女
ら
し
い
」
「
男
っ
ぽ
い
」
「
田
舎
者
」

な
ど
と
い
っ
た
単
な
る
表
層
を
な
ぞ
っ
た
作
中
人
物
論
の
域
を
出
な
い
印
象
批
評
に
留
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
例
年
と
同
じ
く
調
査
、

考
察
を
行
う
上
で
、
「
日
本
語
史
上
の
事
実
を
踏
ま
え
る
こ
と
」
「
個
別
的
な
人
物
論
で
は
な
く
、
属
性
を
型
と
し
て
一
般
化
抽
象
化
す
る

こ
と
」
と
い
う
二
点
に
留
意
し
た
。
い
か
な
る
経
緯
で
役
割
語
と
し
て
認
識
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
の
語
誌
を
抑
え
る
こ
と
は
肝
要
で

あ
り
、
ま
た
文
学
論
で
は
な
い
の
で
、
作
中
人
物
そ
の
も
の
の
個
別
的
評
価
を
行
う
の
で
は
な
い
。
調
査
対
象
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
属

性
◆
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ま
と
っ
て
い
る
の
か
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
元
型
◆
祖
型
）
を
睨
み
な
が
ら
考
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

（

６

）

る
。
定
延
（
二
○
一
二
の
い
う
、
役
割
語
に
対
応
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
考
え
方
も
重
要
な
観
点
で
あ
る
。

中
村
（
二
○
一
九
）
に
お
い
て
は
、
野
上
版
と
上
田
版
に
現
れ
る
人
称
詞
と
文
末
表
現
、
さ
ら
に
属
性
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
よ
く
う
か

が
わ
せ
る
表
現
に
着
目
し
た
。
ま
た
中
村
（
二
○
二
○
）
で
は
、
山
本
版
の
人
称
訶
、
外
来
語
、
特
異
な
表
記
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

今
年
度
は
積
み
残
し
と
な
っ
た
山
本
版
の
文
末
表
現
に
関
す
る
こ
と
と
、
特
徴
的
な
表
現
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。
本
章
で
は

主
に
女
性
に
関
わ
る
文
末
表
現
に
つ
い
て
述
べ
る
。

さ
て
、
役
割
語
と
し
て
よ
く
機
能
す
る
も
の
が
人
称
詞
と
文
末
に
現
れ
る
表
現
で
あ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
語
学
大

事
典
」
（
二
○
一
八
）
の
「
役
割
語
」
（
金
水
敏
担
当
）
の
項
目
に
は
、
「
日
本
語
の
場
合
、
一
人
称
代
名
詞
、
お
よ
び
存
在
動
詞
・
断
定
辞
．

ア
ス
ベ
ク
ト
形
式
・
終
助
詞
等
の
述
語
形
式
が
有
力
な
役
割
語
の
指
標
と
な
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
感
動
詞
・
間
投
詞
、
命
令
表
現
等
が

軍
要
で
あ
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
「
私
が
行
き
ま
す
」
「
僕
が
行
く
よ
」
「
わ
た
く
し
が
行
き
ま
す
わ
」
「
俺
が
行
く
ぜ
」
な
ど
の
例

三
文
末
表
現
か
ら
見
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
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こ
れ
ま
で
の
二
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
野
上
版
と
上
田
版
の
ハ
イ
ジ
の
台
詞
の
文
末
表
現
に
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
用
法
が
確
認
で
き
た
。

す
な
わ
ち
「
か
し
ら
」
「
な
の
」
「
ね
」
「
わ
」
「
の
よ
」
「
だ
わ
」
「
も
の
（
も
ん
）
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
主
に
女
性
の
発
言
を
想
起
き
せ
る

も
の
で
あ
る
が
、
個
別
の
箇
所
で
の
異
同
、
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
全
編
の
傾
向
を
怖
蠅
し
た
場
合
、
約
七
○
～
八
○
年
の
時
を
隔
て
た

二
つ
の
翻
訳
の
間
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
二
○
○
○
年
以
降
に
刊
行
き
れ
た
上
田
版
は
全
体
的
に
現
代
の
口
語
に
近
い
く
だ
け

た
物
言
い
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
主
な
文
末
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
両
翻
訳
に
共
通
す
る
点
は
、

個
別
の
人
物
像
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は
意
識
さ
せ
る
定
型
的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
山
本
版
で
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
も
の
。

弁
ち
ゃ
ん
、
弁
ち
ゃ
ん
！
火
事
１
火
事
！
山
が
皆
な
燃
え
て
る
よ
！
雪
の
処
も
燃
え
て
ら
あ
！
あ
－
空
も
！
見
て
御

覧
！
大
き
な
岩
が
燃
え
て
ら
！
綺
麗
だ
な
雪
の
燃
え
る
の
は
Ｉ
弁
ち
ゃ
ん
御
起
き
よ
！
あ
の
鳶
の
巣
の
方
ま
で
燃
え
て

か
彼
の
岩
も
、
や
あ
樅
の
木
の
処
も
燃
え
て
ら
・
皆
な
燃
え
て
る
よ
！
（
山
本
◆
五
九
原
文
マ
マ
）

楓
が
山
羊
を
追
う
弁
太
と
と
も
に
山
の
上
ま
で
来
た
そ
の
日
の
夕
刻
、
山
の
端
に
落
ち
て
ゆ
く
夕
陽
が
空
を
赤
く
染
め
る
ざ
ま
を
見
て

叫
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
繰
り
返
さ
れ
る
「
ｌ
」
に
少
女
の
大
き
な
驚
き
を
看
取
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
ら
」
「
ら
あ
」
と
い
う
荒
っ

ぽ
さ
を
感
じ
き
せ
る
口
調
に
山
本
版
の
特
異
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
動
詞
・
助
動
詞
の
終
止
形
の
語
尾
「
る
」
に
終
助
詞
「
は
」
が
付

い
て
変
化
し
た
も
の
。
「
ら
あ
」
と
も
。
」
亀
日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
）
、
「
〔
動
詞
終
止
形
の
活
用
語
尾
「
る
」
＋
終
助
詞
「
わ
」
の

変
化
）
「
…
る
ょ
」
の
ぞ
ん
ざ
い
な
言
い
方
。
〔
短
呼
し
て
「
ら
」
と
も
言
う
〕
」
会
新
明
解
国
語
辞
典
」
第
八
版
）
な
ど
と
説
か
れ
る
よ

う
に
、
極
め
て
く
だ
け
た
物
言
い
で
あ
り
、
山
本
版
に
お
け
る
楓
と
い
う
少
女
の
あ
り
よ
う
を
強
く
印
象
づ
け
る
。
こ
の
表
現
は
「
弁
ち

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
伝
》

る
も
の
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 伝
達
さ
れ
る
内
容
は
同
一
で
も
、
そ
れ
を
語
る
人
物
像
は
人
称
代
名
詞
と
述
語
形
式
に
よ
っ
て
明
確
に
異
な
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や
ん
な
ん
て
、
其
処
へ
行
っ
て
先
生
に
訊
か
れ
て
さ
、
何
ん
に
も
読
め
無
け
れ
ば
皆
に
笑
は
れ
ち
ま
わ
。
お
常
き
ん
に
だ
っ
て
笑
は
れ
ら
、

随
分
見
つ
と
も
な
い
な
あ
」
（
山
本
・
三
二
四
）
と
物
語
の
終
盤
に
な
っ
て
も
使
用
き
れ
て
お
り
、
楓
の
人
物
像
を
象
る
も
の
に
な
っ
て

（

『

Ｊ

）

い
る
。
一
方
で
野
上
版
と
上
田
版
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
き
れ
る
。

ベ
ー
テ
ル
、
ペ
ー
テ
ル
、
火
事
に
な
っ
た
の
ぢ
や
な
い
。
み
ん
な
燃
え
て
る
わ
。
岩
が
ま
つ
赤
よ
。
雪
の
原
に
火
が
う
つ
っ
て
る
わ
。

樅
の
樹
も
燃
え
て
立
っ
て
る
わ
。
山
ぢ
う
火
事
よ
・
（
野
上
・
三
四
）

ペ
ー
タ
ー
！
ペ
ー
タ
ー
！
も
え
て
る
！
も
え
て
る
わ
Ｉ
山
が
み
ん
な
も
え
て
い
る
！
雪
の
原
っ
ぱ
も
、
空
も
も
え
て
い

る
！
た
い
へ
ん
よ
、
見
て
！
ね
え
、
見
て
！
あ
の
高
い
岩
山
が
ま
つ
赤
よ
！
あ
あ
、
き
れ
い
な
、
火
に
な
っ
た
雪
！
ベ
ー

タ
ー
、
見
て
よ
、
鷹
の
お
う
ち
の
あ
る
と
こ
ろ
も
火
事
よ
！
ほ
ら
、
あ
の
岩
を
見
て
！
あ
の
も
み
の
木
を
見
て
！
み
ん
な
、

み
ん
な
火
事
よ
！
（
上
田
・
上
七
二
）

こ
の
二
つ
の
翻
訳
で
は
幼
い
少
女
の
話
し
方
と
し
て
は
い
き
さ
か
ま
せ
た
印
象
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
人
物
像
が
想
起
さ
れ

る
（
驚
き
方
に
違
い
は
あ
る
が
）
。
終
助
詞
の
「
わ
」
の
ほ
か
、
「
体
言
十
よ
（
ま
つ
赤
よ
、
火
事
よ
）
」
な
ど
、
女
性
性
を
感
じ
き
せ
る

も
の
で
あ
る
。
同
じ
「
よ
」
で
も
、
山
本
版
で
は
「
用
言
十
よ
（
燃
え
て
る
よ
）
」
と
い
う
形
で
中
性
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

で
は
「
楓
物
語
」
の
主
人
公
で
あ
る
楓
が
ど
の
よ
う
な
文
末
表
現
を
取
っ
て
い
る
か
、
受
講
生
の
抽
出
し
た
主
な
も
の
は
、
文
法
あ
る

い
は
語
葉
の
面
か
ら
は
厳
裕
な
解
析
、
分
類
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
文
末
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
こ
こ
に
列
挙
す
る
。

か
・
か
い
・
か
し
ら
．
か
ね
・
か
ら
・
か
ら
誉
・
か
ら
ね
。
く
れ
。
く
れ
よ
・
さ
・
ぎ
あ
、
き
う
や
・
だ
・
だ
あ
・
だ
い
・
だ
ね
・

だ
も
の
・
だ
よ
．
だ
る
・
だ
わ
・
ち
ゃ
っ
た
・
っ
て
・
て
ば
よ
・
て
よ
・
で
せ
う
・
な
あ
◆
な
の
・
に
ね
・
ね
◆
の
．
の
よ
・
ま
す
◆

も
の
・
や
~
よ
・
ら
・
ら
あ
・
わ
◆
ん
だ

こ
の
一
覧
か
ら
も
、
楓
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
少
女
（
女
性
）
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
て
、
ま
だ
性
に
お
い
て
未
分
化
の
状
態
で
あ
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る
こ
と
を
強
く
感
じ
き
せ
て
い
る
。
前
稿
で
は
楓
の
人
称
詞
の
使
用
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
楓
は
自
ら

の
こ
と
を
し
ば
し
ば
「
あ
た
い
」
と
呼
称
す
る
が
、
金
水
敏
編
「
役
割
語
小
辞
典
」
（
二
○
一
四
）
の
「
あ
た
壁
の
項
に
は
「
も
と
も

と
は
東
京
下
町
、
ま
た
は
花
柳
界
の
芸
者
や
芸
者
見
習
い
の
少
女
が
用
い
る
自
称
詞
の
一
つ
で
あ
り
、
主
に
同
等
の
相
手
と
話
す
際
に
用

い
ら
れ
た
。
文
献
に
は
明
治
中
期
頃
か
ら
見
ら
れ
る
」
「
主
と
し
て
女
性
が
用
い
る
一
人
称
代
名
詞
（
〈
女
こ
と
ば
〉
）
。
男
勝
り
な
性
格
の

女
性
や
教
養
・
知
性
・
品
位
の
低
い
女
性
の
話
し
手
を
想
起
き
せ
る
」
と
あ
り
、
「
わ
た
し
」
は
も
と
よ
り
「
あ
た
し
」
よ
り
も
さ
ら
に

俗
語
的
な
表
現
と
し
て
理
解
き
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
金
水
の
説
明
に
従
う
な
ら
ば
、
楓
の
人
称
詞
や
文
末
表
現
は
ま
さ
に
明
治
◆
大
正

期
の
若
く
活
発
で
自
然
体
の
「
少
女
」
の
典
型
的
な
姿
を
想
起
さ
せ
る
役
割
語
と
な
っ
て
い
る
と
解
釈
き
れ
る
。
な
お
浅
倉
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
本
間
邸
に
滞
在
し
て
い
る
折
に
は
、
楓
も
待
遇
表
現
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

で
は
も
う
一
人
の
少
女
で
あ
る
久
良
子
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
も
主
な
も
の
を
示
す
。

お
く
れ
・
か
ら
・
だ
ろ
う
◆
だ
わ
・
て
・
て
よ
・
で
す
・
で
せ
う
・
ね
・
の
。
の
よ
？
ま
す
・
も
の
．
よ
・
わ
．
わ
れ

久
良
子
の
登
場
す
る
場
面
は
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
楓
ほ
ど
の
多
彩
な
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
～
お
く
れ
」
や
「
で
す
」

「
ま
す
」
「
体
言
十
よ
」
な
ど
、
女
性
的
あ
る
い
は
対
人
関
係
や
社
会
的
属
性
を
わ
き
ま
え
た
待
遇
表
現
を
よ
く
使
用
す
る
な
ど
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
。
「
て
」
「
よ
」
な
ど
の
終
助
詞
は
女
性
性
を
強
く
想
起
さ
せ
る
物
言
い
で
あ
っ
た
。
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
の
「
て
」
の
項
に
は
、

「
連
用
形
を
受
け
て
上
昇
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
い
、
質
問
・
反
問
等
を
表
わ
す
女
性
語
。
優
し
さ
と
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
」
「
連

用
形
を
受
け
て
「
て
よ
」
の
形
で
、
自
分
の
意
見
や
判
断
を
伝
え
る
女
性
語
。
↓
っ
て
よ
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
送
ら
れ
た
「
っ
て
よ
」

の
項
で
は
、
「
形
容
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
話
し
手
自
身
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
．
。
・
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ま
り
断
定
的
で
な

く
聞
き
手
に
強
く
言
う
い
い
方
。
東
京
な
ど
で
若
い
女
性
が
用
い
た
。
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
「
よ
」
が
高
い
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も

あ
る
程
度
成
熟
し
た
女
性
を
イ
メ
ー
ジ
ぎ
せ
る
語
と
し
て
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
っ
て
よ
」
は
明
治
時
代
の
女
学
生
が
使
っ
た
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い
わ
ゆ
る
「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
当
時
、
女
性
の
こ
と
ば
と
し
て
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
少
女

と
い
う
範
時
に
括
ら
れ
る
楓
と
久
良
子
で
あ
る
が
、
や
は
り
描
き
出
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
別
の
属
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

で
も
、
あ
な
た
だ
っ
て
御
稽
古
を
し
な
け
り
や
い
け
な
い
わ
。
誰
れ
だ
っ
て
す
る
も
の
よ
・
神
田
先
生
は
夫
り
や
お
催
し
い
の
ょ
。

怒
っ
た
こ
と
な
ん
て
な
い
の
、
聞
け
ば
何
ん
で
も
教
へ
て
下
さ
る
は
。
だ
け
ど
も
ね
、
先
生
の
言
ふ
事
が
解
ら
な
く
っ
て
も
訊
い
ち

や
駄
目
よ
・
も
う
き
う
す
る
と
種
々
な
事
を
話
し
て
尚
解
ら
な
く
な
る
わ
・
黙
っ
て
聞
い
て
居
る
と
後
で
解
る
事
が
あ
る
の
。
良
く
っ

て
？
（
山
本
・
一
二
三
・
久
良
子
↓
楓
）

前
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
は
、
「
山
」
と
「
都
会
」
と
い
う
対
立
軸
を
意
識
す
る
と
、
そ
れ
と
連
動
す

る
形
で
の
表
現
の
使
い
分
け
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
山
」
の
人
々
が
比
較
的
く
だ
け
た
話
し
方
を
す
る
の
に
対
し
、
「
都

会
」
に
属
す
る
人
々
は
わ
き
ま
え
の
あ
る
穏
や
か
な
標
準
語
を
使
う
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
右
の
久
良
子
の
発
言
は
そ
れ
を
よ
く
う
か
が

わ
せ
る
。
関
連
し
て
、
楓
に
「
わ
た
く
し
」
「
わ
た
し
」
が
使
用
さ
れ
な
い
の
は
、
「
都
会
」
と
は
本
質
的
に
相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
「
楓
物
語
」
の
久
良
子
に
は
「
あ
た
し
」
が
使
用
き
れ
て
い
る
こ
と
を
言
い
添
え
る
。

「
大
き
い
の
っ
て
何
ん
だ
い
？
」
「
可
愛
想
だ
ね
、
御
前
は
」
「
泣
く
ん
ぢ
あ
無
い
よ
、
ね
、
あ
た
い
が
毎
日
来
て
や
る
か
ら
淋
し
か

無
い
だ
ろ
、
何
か
欲
し
け
り
や
上
げ
る
か
ら
ね
」
（
山
本
、
五
四
）

親
羊
が
売
ら
れ
て
し
ま
っ
た
子
羊
に
楓
が
語
り
か
け
る
く
だ
り
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
口
は
楓
の
文
末
表
現
を
久
良
子
の

そ
れ
と
比
較
し
て
、
「
か
と
「
だ
と
と
い
っ
た
男
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
は
楓
の
み
が
使
用
し
て
お
り
、
逆
に
女
性
を
思
わ
せ
る
も
の

は
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
干
葉
は
楓
が
待
遇
表
現
を
使
う
の
は
本
間
邸
が
主
で
あ
り
、
山
に
帰
る
と
中
性
的
↓
男
性
的
な
表
現

を
よ
く
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
赤
野
も
ま
た
山
に
戻
っ
た
楓
が
、
親
交
の
あ
る
人
々
に
囲
ま
れ
て
生
活
す
る
た
め
、
待
遇
表
現

を
使
用
し
な
い
こ
と
を
報
告
し
た
。
楓
は
「
山
」
と
「
都
会
」
を
往
還
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
文
末
表
現
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い
~
か
◆
さ
・
す
ら
・
ぜ
・
だ
・
だ
あ
、
だ
い
・
だ
よ
・
だ
ろ
・
な
あ
・
な
よ
◆
も
の
・
や
。
や
ら
あ
．
よ
・
ら
あ
・
ん
だ

き
ら
に
本
間
（
ク
ラ
ラ
の
父
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
）
の
も
の
を
記
す
。

お
く
れ
・
か
し
ら
↓
か
ね
・
だ
・
だ
ね
．
だ
る
・
だ
ろ
う
・
で
す
・
で
ね
・
ね
・
ね
え
~
ま
い
。
ま
す
・
や
・
ん
だ

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
楓
や
久
良
子
ら
の
女
性
に
は
現
れ
な
い
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
き
」
「
ぜ
」
「
な
」
「
ま
い
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

リ
ス
ト
に
あ
げ
た
も
の
以
外
で
は
、
動
詞
の
命
令
形
も
男
性
の
発
話
に
現
れ
て
い
た
。
ま
た
ア
ル
ム
の
男
た
ち
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
人

の
切
り
換
え
に
よ
り
、
時
々
の
属
性
の
変
更
が
生
起
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
楓
の
叔
母
の
伊
達
（
デ
ー
テ
）
も
ま
た
、
「
山
」

と
「
都
会
」
を
行
き
来
す
る
者
で
あ
る
が
、
楓
に
対
し
て
は
「
知
ら
な
い
か
ら
だ
よ
」
（
山
本
、
一
○
四
）
、
「
飛
ぶ
様
だ
も
の
」
（
山
本
~

一
○
五
）
、
村
人
に
は
「
遅
れ
ま
す
」
（
山
本
・
一
○
六
）
、
「
寄
れ
ま
す
か
ら
さ
」
（
山
本
・
一
○
六
）
、
古
井
に
対
し
て
は
「
御
免
遊
ぱ
し

ま
せ
」
（
山
本
・
二
六
）
、
「
御
座
い
ま
す
」
（
山
本
・
二
七
）
な
ど
と
明
確
に
異
な
る
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
伊
藤
は
こ
れ
に
つ
い

て
、
立
場
や
状
況
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
の
姿
（
類
型
）
を
見
い
だ
し
て
い
る
が
、
楓
の
場
合
と
同
様
に
空
間
移
動
に
伴
う

変
化
を
見
て
取
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
「
楓
物
語
」
の
女
性
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
が
、
男
性
の
も
の
も
確
認
し
て
お
く
。
前
稿
ま
で
で
、
野
上
・

上
田
の
両
翻
訳
に
お
い
て
、
男
性
た
ち
の
会
話
に
は
「
か
」
「
か
い
」
「
さ
」
「
ぞ
」
「
だ
」
「
だ
ね
」
「
だ
よ
」
「
よ
」
な
ど
の
助
詞
、
助
動

詞
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の
類
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
ど
の
表
現
も
男
性
性
に
傾
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
傾
向

は
山
本
版
で
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
ず
ア
ル
ム
の
爺
さ
ん
の
も
の
を
示
す
。

い
・
か
・
か
あ
・
か
い
・
さ
↓
ぜ
・
た
る
・
だ
・
だ
い
・
だ
ぜ
・
だ
な
◆
だ
よ
・
だ
ろ
・
で
す
・
で
せ
う
↓
な
↓
な
あ
・
ね
・
ま
い
。

い
・
か
・
か
あ
ま
す
・
よ
、
ら

次
に
弁
太
の
も
の
。
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で
も
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ア
ル
ム
の
爺
き
ん
と
弁
太
に
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
一
方
本
間
の
も
の
は
少
し
違
い
を
見
せ

て
い
る
。
「
役
割
語
小
辞
典
』
の
「
さ
」
の
項
目
に
は
、
「
終
助
詞
「
き
」
は
〈
男
こ
と
ば
〉
と
し
て
、
自
分
の
考
え
・
主
張
を
持
っ
た
大

人
の
男
性
が
用
い
る
。
対
等
、
も
し
く
は
目
下
の
人
物
に
自
分
の
意
志
や
信
念
を
伝
え
る
と
き
に
使
わ
れ
、
発
話
者
の
精
神
的
な
強
き
や

包
容
力
、
格
好
よ
き
、
自
立
し
た
男
性
像
、
異
性
に
媚
び
な
い
男
性
像
を
想
起
さ
せ
る
。
」
と
あ
り
、
古
く
は
近
世
か
ら
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
「
ぜ
」
に
つ
い
て
は
、
「
も
と
も
と
は
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
男
女
両
用
の
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
す
で
に
男

性
語
化
が
う
か
が
え
る
。
同
様
の
意
味
を
持
つ
終
助
詞
「
ぞ
」
「
よ
」
に
比
べ
、
俗
っ
ぽ
く
、
粋
な
、
あ
る
い
は
柄
の
悪
い
印
象
が
あ
る
。
」

と
き
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
男
こ
と
ば
の
範
鴫
に
含
ま
れ
る
典
型
的
な
語
、
形
式
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
男
性
に
広
く
使
用
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
こ
こ
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
連
動
す
る
「
山
」
と
「
都
会
」
の
二
項
対
立
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
佐
藤
は
、

ア
ル
ム
の
爺
ざ
ん
の
発
話
に
つ
い
て
、
相
手
が
「
山
」
の
人
間
か
「
都
会
」
の
人
間
か
で
§
待
遇
表
現
の
有
無
な
ど
の
使
い
分
け
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。
ま
た
石
川
は
、
弁
太
の
発
話
に
は
名
詞
の
み
、
動
詞
の
み
と
い
っ
た
一
語
文
が
多
い
こ
と
を
報
告
し
、
彼

の
粗
暴
苔
や
教
育
の
程
度
が
原
因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

前
節
ま
で
で
扱
っ
た
事
項
以
外
に
も
触
れ
て
お
く
。
ア
ニ
メ
版
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
で
は
、
「
山
」
を
象
徴
す
る
赤
色
と
「
都
会
」

を
象
徴
す
る
青
色
が
対
比
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
作
中
人
物
の
服
装
（
ハ
イ
ジ
の
赤
系
、
ク
ラ
ラ
の
青
系
）
や
邸
の
設
え
（
深
い
青
で

彩
ら
れ
る
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
邸
）
な
ど
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
描
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
山
本
版
に
見
ら
れ
る
色
彩
語
に
関
し
て
、
遠
藤

は
緑
・
真
赤
◆
赤
い
・
真
黄
色
・
白
・
茶
・
赤
・
黄
金
・
濃
藍
・
青
・
黄
・
金
色
な
ど
が
使
用
き
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
中
で
も
山

四
ま
と
め
に
か
え
て
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羊
の
毛
が
赤
と
き
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
色
彩
に
関
す
る
指
摘
は
山
口
も
行
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
原
文
で
は
山
羊
の
毛

色
は
茶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
古
代
日
本
語
の
色
彩
語
が
赤
・
青
◆
白
・
黒
の
四
色
の
識
別
を
行
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る

も
の
で
、
山
本
の
色
彩
の
認
識
に
よ
り
茶
を
赤
と
翻
訳
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
同
様
の
報
告
は
赤
野
も
行
っ
て
い
た
。
首
肯
す
べ
き
見

解
で
あ
ろ
う
。
浅
倉
は
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
の
長
さ
が
作
中
人
物
の
心
中
を
描
き
分
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
最
も
一
般
的
な
二

回
繰
り
返
し
が
、
最
大
で
六
回
も
連
な
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
が
と
云
ひ
ま
す
と
、
山
中
の
生
活
を
久
し
く
や
り
ま
し
た
為
め
に
．
…
・
…
・
…
…
…
（
山
本
・
一
七
九
）

つ
ま
り
今
日
ま
で
の
教
育
が
不
十
分
の
為
め
当
地
に
参
ら
る
る
迄
の
間
に
．
；
…
。
。
…
…
・
…
（
山
本
・
一
八
○
）

い
ず
れ
も
神
田
（
久
良
子
や
楓
の
教
育
係
）
の
発
話
で
あ
る
。
本
間
か
ら
楓
の
人
と
な
り
を
質
問
き
れ
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
っ
て
言

葉
に
詰
ま
る
く
だ
り
で
あ
る
。
山
本
の
翻
訳
で
は
強
い
驚
き
に
対
し
て
『
！
」
を
過
剰
に
使
用
す
る
傾
向
も
あ
り
、
こ
の
種
の
記
号
の
使

い
方
も
ま
た
特
異
な
点
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
他
、
現
代
日
本
語
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
表
記
（
特
に
当

て
字
）
に
関
す
る
報
告
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従
う
。

三
年
間
に
渡
っ
て
調
査
対
象
と
し
て
き
た
新
旧
の
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
に
お
い
て
、
物
語
内
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
と
い
う
観
点

か
ら
役
割
語
や
属
性
表
現
と
人
物
像
の
形
成
の
連
関
が
確
認
さ
れ
た
。
時
に
徴
画
的
に
過
ぎ
る
使
用
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

翻
訳
内
部
の
論
理
（
あ
る
い
は
世
界
観
、
翻
訳
者
の
解
釈
）
に
し
た
が
っ
て
役
割
語
と
し
て
機
能
す
る
表
現
が
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、

必
ず
し
も
同
一
人
物
が
同
じ
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と

り
わ
け
山
本
態
美
の
『
楓
物
語
」
は
あ
る
面
で
当
時
の
翻
訳
の
方
法
論
（
和
名
の
名
付
け
な
ど
）
を
よ
く
踏
襲
し
て
お
り
、
表
現
、
表
記

に
明
ら
か
に
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
大
正
時
代
の
日
本
語
、
大
正
時
代
の
翻
訳
作
品
と
し
て
、

正
し
く
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
演
習
で
の
報
告
や
議
論
、
さ
ら
に
は
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
指
摘
ぎ
れ
た
も
の
の
す
べ
て
を
こ
こ
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に
著
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
の
一
端
は
示
し
え
た
と
思
わ
れ
る
。

「
楓
ち
ゃ
ん
、
私
、
何
時
ま
で
も
此
処
に
居
た
い
わ
」
と
あ
ち
こ
ち
を
向
き
乍
ら
久
良
子
が
言
っ
た
。
「
だ
か
ら
あ
た
し
が
云
っ
た
の

よ
・
此
処
み
た
い
に
良
い
処
は
世
界
中
に
な
い
っ
て
」
と
楓
も
喜
ん
で
言
っ
た
。
（
山
本
・
三
五
九
）

年
度
ご
と
に
受
講
生
は
入
れ
替
わ
る
も
の
の
、
ど
の
世
代
も
熱
心
に
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

久
良
子
と
楓
の
や
り
取
り
の
ご
と
く
、
「
何
時
ま
で
も
此
処
に
居
た
い
」
「
此
処
み
た
い
に
良
い
処
は
世
界
中
に
な
い
」
と
い
う
思
い
を
も
っ

て
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。
本
報
告
は
受
講
生
の
取
り
組
み
と
指
摘
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
責
は
す
べ
て
稿
者
に
あ
る
。

へ
Ｆ
Ｄ
）

〆

、

（
６
）

（
７
）

（
２
）
中
村
一
夫
・
二
○
一
九
年
度
日
本
語
学
ゼ
ミ
生
「
ハ
イ
ジ
は
ど
の
よ
う
な
少
女
か
．
続
ｌ
『
楓
物
語
」
の
こ
と
ば
と
表
現
ｌ
」
（
「
国

文
学
論
輯
」
第
四
一
号
、
二
○
二
○
年
三
月
）

（
３
）
高
畑
勲
（
総
合
演
出
）
・
小
田
部
羊
一
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
）
・
宮
崎
駿
（
画
面
構
成
）
ら
の
手
に
な
る
。

（
４
）
本
文
を
引
用
す
る
場
合
は
翻
訳
者
の
姓
の
あ
と
に
ペ
ー
ジ
数
を
付
し
て
い
る
。
な
お
上
田
版
は
上
・
下
二
分
冊
な
の
で
、
そ
の
旨

（

注

）

（
１
）
中
村
一
夫
・
二
○
一
八
年
度
日
本
語
学
ゼ
ミ
生
「
ハ
イ
ジ
は
ど
の
よ
う
な
少
女
か
ｌ
新
旧
の
翻
訳
と
役
割
語
ｌ
」

第

四

○

号

、

二

○

一

九

年

三

月

）

金
水
敏
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語
役
割
語
の
謎
」
（
二
○
○
三
）

定
延
利
之
「
日
本
語
社
会
の
ぞ
き
キ
ャ
ラ
く
り
」
（
二
○
一
二

「
ら
あ
」
は
楓
の
他
に
弁
太
も
使
用
す
る
。

を
書
き
加
え
た
。

（
「
国
文
学
論
輯
」
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お
じ
い
き
ん
（
ア
ル
ム
お
ん
じ
）
楓
の
父
方
の
祖
父
。
今
は
訳
あ
っ
て
一
人
で
山
に
住
む
。
七
十
代
。

弁
太
（
ペ
ー
タ
ー
）
羊
飼
い
の
少
年
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
村
の
山
羊
を
山
へ
連
れ
て
行
き
、
放
牧
き
せ
る
。
祖
母
、
母
と
暮
ら
す
。

久
良
子
（
ク
ラ
ラ
）
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
名
家
本
間
家
の
子
女
。
足
を
悪
く
し
て
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
楓
よ
り
四
歳
年
長
。

古
井
（
ロ
ツ
テ
ン
マ
ィ
ァ
ー
）
本
間
家
の
召
使
い
の
監
督
役
。
家
事
一
切
を
取
り
仕
切
る
。
楓
に
つ
ら
く
あ
た
る
。
使
用
人
に
柴
田
（
ゼ

バ
ス
チ
ャ
ン
）
と
お
常
（
テ
ィ
ネ
ッ
テ
）
が
い
る
。

本
間
（
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
）
久
良
子
の
父
親
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
欧
州
中
を
忙
し
く
駆
け
回
っ
て
い
る
。

隠
居
（
大
奥
き
ま
）
久
良
子
の
祖
母
（
本
間
の
母
）
。
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
住
む
。
楓
の
よ
き
理
解
者
。

倉
瀬
（
ク
ラ
ッ
セ
ン
）
久
良
子
の
主
治
医
。
楓
の
よ
き
理
解
者
。
の
ち
に
楓
の
お
じ
い
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
。

伊
達
（
デ
ー
テ
）
楓
の
叔
母
（
母
親
の
妹
）
。
楓
が
両
親
を
亡
く
し
た
後
、
一
人
で
彼
女
を
育
て
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
働
き
に
出

る
こ
と
に
な
り
、
楓
を
祖
父
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
く
。
初
登
場
時
二
六
歳
。

※
参
考
２
》
次
頁
の
表
は
、
金
水
敏
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
作
品
、
村
上
春
樹
の
小
説
を
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
」
（
定
延
利
之
編
「
「
キ
ャ
ラ
」
概
念
の
広
が
り
と
深
ま
り
に
向
け
て
』
二
○
一
八
、
所
収
）
が
提
示
し
た
観
点
を
踏

襲
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
注
２
の
報
告
に
掲
載
し
た
。
分
類
に
見
え
る
「
メ
ン
タ
ー
」
は
良
き
指
導
者
、
優
れ
た
助
言
者
を
表

し
、
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
は
物
語
に
登
場
す
る
い
た
ず
ら
者
（
秩
序
の
破
壊
者
兼
創
造
者
）
、
「
影
」
は
主
人
公
の
最
大
の
敵
を
表
す
。

※
参
考
１
豈
楓
物
語
』
登
場
人
物
（
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の
標
準
的
な
呼
称
と
併
記
す
る
）

楓
（
ハ
イ
ジ
）
一
歳
の
時
に
両
親
を
亡
く
す
。
五
蟻
で
ア
ル
ム
ヘ
。
八
歳
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
赴
く
が
、
病
を
得
た
た
め
、
再
び

本
稿
の
理
解
の
た
め
に
再
掲
す
る
。

ア
ル
ム
ヘ
戻
る
。

再戸

一イワー



名前 ｜アーキタイプ｜訳者 自称詞 ’ 百語
女ことば（1谷）

標承語

あたし・あたしたち

わたし
野上

主人公 あたい・あたし

あたしたち

ハイジ（楓）
女ことば（{補1I1本

上田わたし，わたしたち

野上わし・わたし

標馳諦

老人語

おれ・おじいさん

わたくし
山本 男ことば・標単語おんじ メンター

老人語

男ことば（少年語）

男ことば（少年諸）

男ことば

標準語

上田

野上

山本

上uI

野_上

わし

ぼ<

ぼく

おれ

わたし・わたしたち

ペーター（弁太） トリックスター

女ことば（俗）

標準舗
山本 あたし・わたし

クララ （久良子） 同調者

わたし・わたしたち

わたくし
上田 標準語

野上わたし・わたくしども 標単語

わたし・わたくし

わたくしたち

ロツテンマイアー

(古井）
敵対者・影 山本 標準語

標準語

標単語

上田わたくし・わたくしたち

野上わたし・わたくし

わたし‘あたし

おばあきん
l11本 標卸桶‘女ことばクララ祖母 メンター

標地語

男ことば・標準語

上田わたし

野上わたし・ぼく ・おれ

ゼーゼマン

(本間）

わたし・ぼく ・わし

おとうさま
同調者 111本 男ことば・標準語

上田わたし・ぼく

野上わたし・われわれ

男ことば，標準語

標地諮

男ことば・老人語

標準語

クラッセン

(倉瀬）
111本 ぼく ・わし・わたしメンター

男ことば上田ぼく

わたし・ぼく ・おれ

てまえ
野上 男ことば

ゼバスチャン

(柴田）
山本わたくし・ぼく ・おれ 男ことばトリックスター

わたし・ぼく ・わたくし

おれさま
上田 男ことば

野上

[I1本

上田

わたし

あたし

わたし

わたくし 標準調

わたし，わたくし標準語・女ことば（俗）

わたくし 標準語

デーテ（伊達） 敵対者
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